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2011201120112011年度第年度第年度第年度第４４４４回回回回臨時臨時臨時臨時教育研究審議会教育研究審議会教育研究審議会教育研究審議会議事録議事録議事録議事録  

 

日 時   2011年10月19日（水）10:40～11:50 

場 所   本部棟 大会議室      

出席者  学長、学部長、研究科長兼地域連携センター長、図書館長、今教授、   

藤井教授、吉原教授、事務局長  

委任状提出者:齊藤理事     

  

【会議概要】 

定足数  

 

案件①  

 

 

 

 

案件②  

 

 

 

 

 

 

 

案件③  

 

 

 

 

 

 

案件④  

 

 

 

○定款第23条により成立 

 

    教育研究審議会教育研究審議会教育研究審議会教育研究審議会のののの会議録会議録会議録会議録のののの公開公開公開公開についてについてについてについて((((審議審議審議審議））））    

○学長より、教育研究審議会の会議録の公開することについて、資料に基

づき説明があった。 

○審議の結果、教育研究審議会の会議録を公開することが承認された。 

 

 教育教育教育教育のののの目的目的目的目的にににに関関関関するするするする学部学部学部学部とととと大学院大学院大学院大学院のののの学則学則学則学則のののの規程規程規程規程のののの文言修正文言修正文言修正文言修正についてについてについてについて（（（（審審審審

議議議議））））    

○学長より、学部と大学院の学則における教育の目的に関する文言修正を

行うことについて、資料に基づき説明があった。 

○審議の結果、学部と大学院の学則の変更については、それぞれ学部長と

研究科長がそれぞれの運営会議において取りまとめることされ、その際に

は。学部と大学院の学則の様式に整合性を持たせることとされた。 

 

 学則変更学則変更学則変更学則変更にににに関関関関するするするする｢｢｢｢教職委員会教職委員会教職委員会教職委員会からのからのからのからの依頼依頼依頼依頼についてについてについてについて｣（｣（｣（｣（審議審議審議審議））））    

○学部長より、次年度から始まる教育実習の受入れ予定の高校の中に、教

育実習の実施が10月以降になる高校があるため、学則における「教育実習

及び教育実習事前・事後指導」開講時期を“4年次春学期”から“4年次春・

秋学期”に変更することについて、資料に基づき説明があった。 

○審議の結果、本件は原案通り承認された。 

  

大学大学大学大学のののの地域貢献地域貢献地域貢献地域貢献にににに関関関関するするするする青森市長青森市長青森市長青森市長からのからのからのからの要請要請要請要請についてについてについてについて（（（（審議審議審議審議））））    

○学長より、「青森公立大学の地域貢献」について、青森市長より今後の

対応を検討するよう要請があったことに関し、資料に基づき説明があった。 

○審議の結果、来年度の年度計画の中で、大学の地域貢献については配慮



―2― 

 

 

案件⑤  

 

 

 

 

案件⑥  

 

 

 

 

案件⑦  

 

 

 

その他  

 

する旨の文言を挿入することとされた。 

 

    2013201320132013年度長期研修年度長期研修年度長期研修年度長期研修についてについてについてについて（（（（報告報告報告報告））））    

○学長より、2013年度長期研修について、教員（A種：1名、B種：1名）か

ら申請があり、第6回部局長会議で審議した結果、A種を選考した旨、資料

に基づき説明があった。 

 

 2011201120112011年度春学期成績不振者年度春学期成績不振者年度春学期成績不振者年度春学期成績不振者についてについてについてについて（（（（報告報告報告報告））））    

○事務局（教務学事グループリーダー）より、8月31日に発送し、学部教授

会等でも報告済となっている2011年度春学期成績不振者の通知に誤りがあ

ったことについて、資料に基づき、経緯説明と再発防止策が報告された。 

    

    2011201120112011年度青森公立大学卒業年度青森公立大学卒業年度青森公立大学卒業年度青森公立大学卒業・・・・修了者内定状況修了者内定状況修了者内定状況修了者内定状況についてについてについてについて（（（（報告報告報告報告））））    

○事務局（就職支援チームリーダー）より、2011年度卒業予定者の就職内

定状況（9月30日現在）について、資料に基づき報告があった。 

                        

○学長より、地域研究センターの研究員の任期が12月で終了することを受

けて、再任の方向で地域連携センター長と協議が行われていることについ

て報告があった。 

 

 


